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題字は村上日出俊氏（雅号酉山） 

 

「巻 頭 言」学ぶきっかけは何だっていい。 
～遅ればせながらの就任ご挨拶に代えて～ 

                

大阪学友・同窓会 代表世話人 古川 徹 
 

               

古川 徹（ふるかわ とおる）と申します。 

平成３０年３月の世話人会から急遽代表世話人代行・翌々月

５月に総会をもって代表世話人に就任いたしました。 

 立派な諸先輩方と比べ、私はまだまだ若輩者ではありますが、

何卒よろしくお願いします。 

本来なら昨年の会報誌の巻頭言は代表世話人就任のご挨拶

として私が執筆すべきだったのですが、私の独断で前放送大学

長の岡部洋一先生にお願いしました。 

理由としてはいくつかあります。昨年の放大河堀祭での基調

講演会とリンクさせたかったのと、岡部先生は学長退任後も絶

大な人気があること。さらに言うと岡部先生に執筆していただ

きたかったという私の生意気な気持ちもありましたが、一番の

理由は「私が学友・同窓会に関わせていただいた元々のきっかけは、

放送大学バーチャルキャンパスと呼ばれるフェイスブックグループであること」であるためです。 

放送大学バーチャルキャンパスは岡部先生が８年前に上げられ、現在では３０００名ほどの参

加者がおります。詳細は前号をご覧いただきたいと思います。 

ここで私が放送大学に入学したきっかけについて触れたいと思います。私は滋賀県大津市の出

身です。地元の商業高校を卒業後、ずっと大卒資格がほしい。もっと学びたい。という気持ちを

もっておりましたが、なぜ数ある通信制大学の中で放送大学にしようと思った決定的理由は、お

叱りを受けることを覚悟で申し上げると、「本部とディズニーランドが近いので本部所用のつい

でにディズニーランドに寄れるかも」というものです。 

私は現在４３歳ですが、２０代半ばから年２～３回ほど、１人でディズニーランドもしくはシ

ーへ入園し、１日がかりで回っております。（これを１人イン・１人インパなどと呼びます ｉ

ｎ ｐａｒｋのことです。）もし大学本部が幕張ではなく、別のところにあったら他学になった

かもしれません（笑）。 

 ちなみに更なるお叱りを受けるかもしれませんが、千葉ＳＣの面接授業前後はさすがに無理で

したが、大学本部での卒業研究指導（齋藤正章先生でした）の後と、昨年５月に同窓会連合会総

会に初めて出席をした翌日にディズニーランド（もしくはシー）を１人で入園し、１日かけて回
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っております。 

 ここでバーチャルキャンパスの話に戻ります。バーチャルキャンパスが立ち上がって１年後ぐ

らいに私は参加し、参加当時は特に書き込み等をしていなかったのですが、２０１２年のある日、

東京文京学習センター所属の遠藤さんという方の書き込みで、「ディズニーシーでランチ会をや

りませんか」というものを見つけ、私は真っ先に手を挙げました。そのときは全国から２０名ほ

ど集まり、そのランチ会は現在東京文京ＳＣの公認サークルとなっております。 

このランチ会サークルの有志で放大河堀祭に個人出展を思い立って出展し、いろいろ紆余曲折

はありましたが、当時の吉野代表世話人に大変気に入っていただいたようで、当時の同窓会世話

人に入らせていただきました。 

当時は「何か手伝えればいいか」という程度に考えていましたが、なぜか吉野さんより「あな

たは次の代表世話人ね」とおっしゃっていただきました。代表世話人は指名制ではないはず（勿

論会則上は立候補です）だし、そもそも私にはそんな器ではないし・・・と思ってはおりました。 

その後、吉野前代表世話人が倒れた後、空席になった代表世話人（代行）は固辞しておりまし

たが、関係の皆様とのお話し合いの中で僭越ながら立候補し、仰せつかった次第です。 

あくまで私見ですが、決して高尚な理由だけで放送大学に入る必要はないと思います。単に大

卒資格がほしいという理由もちろん、例えば大学生としてキャンパスライフを体験したい・友達

が欲しい・あわよくば恋に繋がる出会いがほしいなどでも立派な理由だと私は思います。（ただ

しハラスメントは絶対やってはいけません。皆様紳士淑女でいきましょう。）それをきっかけに

素晴らしい学問に触れ、学びなおしの機会に繋がれば私としても幸せに思います。皆様にはぜひ

お友達を放送大学に誘っていただき、素敵なキャンパスライフを皆さんで創ってゆこうと思いま

す。 

また、放送大学に入学し、単位を順調に積み上げていても学習センターに立ち寄るのは単位認

定試験だけという学生が非常に多いと思います。過去の私もそうでした。その中でも孤独を感じ

ながらも日々学問にはげむ学友もいると思います。今の課題としてはいかにして、そのような学

生を孤独解消への支援として学習センターへ引き付けるかだと思います。このような取り組みを

行うことが、大阪学友・同窓会の会則１条にある「生涯学習の理想の実現」に近づくのではない

でしょうか。 

私自身、１２年前の入学当初は「大学では友達を作らない」「単位を取れればそれでよい」「学

習センターに立ち寄るのは放送授業視聴と単位認定試験のみ」としていました。今では放送授業

はネットで視聴ができ、またオンライン授業が充実しており、センターに立ち寄らなくても卒業

ができる環境が整う中ですが、学習センターへ立ち寄る機会はむしろ増加しておりますし、学生

生活は充実したものとなっております。 

放送大学の学生の主要年齢層は意外（？）にも４０代となっておりますし、思いのほか１０代・

２０代の学生は多数在籍していますが、学習センターでは影が薄いのが現状です。この年代層の

活性化が今後の放送大学繁栄の鍵を握ると考えます。 

皆さんのキャンパスライフ充実のために所長の西田先生をはじめとした教員の皆様、また宮本

事務長をはじめとしたセンター事務の方がご尽力されています。この場をお借りし御礼申し上げ

ます。 

また、私達学友・同窓会の世話人一同、学生皆さんのキャンパスライフを有意義になるべく、

お手伝いをすべく努力したいと思う所存です。 
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「チャレンジ勉強会」と「学習支援のつどい」は大阪学習センター主催ですが、大阪学友・同窓

会の重要な事業活動「学習支援」として注力して、企画・運営に協力しています。 
卒研チャレンジ勉強会 6月29日(土)10時～ 

参加者：西田正吾大阪学習センター所長、笠井俊夫先

生、チャレンジャー参加者10名 

6月29日(土)10時から、第4講義室において本年度の

卒研チャレンジ勉強会を開催されました。この勉強会

は卒業研究の経験者から、その経験談を発表してもら

うことにより、卒業研究へのチャレンジを促すことを

目的とした勉強会です。発表者は以下の3名です。 

⚫ 濱田万里（生活と福祉）「プラスチックごみ処

理の現状と環境汚染、望ましい循環社会・持続

可能な社会をめざして」 

⚫ 武田宗久（社会と産業）「可分債権と遺産分割－当然分割論の帰趨」 

⚫ 中川千雅（人間と文化）「明治大正期の雑誌における仮名合字表記－コーパスを用いた通時

的分析」 

この勉強会は、バラエティーに富んだ卒業研究の経験談を聞き、卒業研究への不安や疑問に対す

るきめ細かい質疑応答を通して、一人でも多くの学生が卒業研究にチャレンジするための勉強会で

す。「この勉強会で勇気を得て卒業研究にチャレンジした」との学生の声もあり大きな成果が上が

っています。（村橋陽三） 

修士チャレンジ勉強会 6月29日(土)13時～ 

参加者：西田正吾大阪学習センター所長、チャレンジ

ャー参加者16名 

6月29日(土)13時から、第4講義室において本年度の

修士チャレンジ勉強会を開催されました。近年、大学

院への進学希望者が増加しています、しかしながら大

学院の情報は少なくチャレンジに躊躇している人も少

なくありません。この勉強会は、大学院で学び、修士

論文を作成した経験者から、その経験談を発表しても

らうことにより、修士課程へのチャレンジを促すこと

を目的とした勉強会です。 

今回の発表者は以下の3名です。 

⚫ 西村千幸（情報学）「読譜における付帯情報の効果に関する考察」 

⚫ 山本耕平（自然環境科学）「位数から可解群と判定できる例」 

⚫ 村橋陽三（生活健康科学）「高齢者の主観的幸福感に対するエイジズムの影響」 

大学院はゼミによって進め方や研究方法が変わります。参加者から様々な質問が出され、活発な

質疑応答が行われました。修士課程へのチャレンジに対する熱い意気込みが感じられる勉強会とな

りました。（村橋陽三） 

卒研チャレンジ・修士チャレンジ勉強会は、大阪学友・同窓会が企画し主催する勉強会としてス

タートしました。現在は大阪学習センター主催のプログラムですが、大阪学友・同窓会の事業目的

の「大学発展に寄与」と「学習支援」にあたります。今後とも全面的な協力を行っていきます。 

大阪学習センター主催 

卒研チャレンジ・修士チャレンジ勉強会 
2019・6・29  
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大阪学習センターでの第一号として博士が誕生しました。林隆司さんです。林隆司さんの快挙を

祝い、その体験を共有し学びの糧とするためのお祝いの会を、放大河堀祭で開催しました。 

大阪学習センターでの博士誕生を祝う会：10月13日(日)13時～14時30分、6階セミナー室 

講 演 者：林隆司 博士（放送大学大学院文化科学研究科 文化科学専攻社会経営プログラム修了） 

博士論文：「社会的無視・忘却における要援護性に関する研究」 

参 加 者：西田正吾大阪学習センター所長、他 31名 

講演概要：林隆司さんの研究は、社会的排除の状態

にある人びと増加が深刻化する現代、その状態にあ

る人々を救うべく様々な社会的援護が行われていま

すが、その社会的援護が内包する課題についての研

究です。援助の第一段階は社会的排除にある人への

援助が始まる状況です。第二段階に進み、援助は大

きく拡大しますが全ての人を援助することは出来ま

せん。必ず援助から漏れる人が発生します。第三段

階になると援助のピークは過ぎ援助が縮小すると、

援助される対象者も減っていきます。援助される側

と援助する側の社会的相互作用の過程で、援助の網

から漏れた人びとをないものとする「社会的無視・

忘却」が発生することを示した研究です。 

色々はボランティア活動を通じて、社会的

援護をされている方は放送大学にも沢山おら

れます。自分たちが援助している対象者には

目が行くが、対象でない人々は無視し忘却し

ている側

面につい

ての厳し

い指摘で

す。援護の

リソース

にも限り

があり、対応が難しい問題です。林隆司さんの研究が進み、その

解決に向けた提案が出され、対応が進むことを期待しながら、お

話をお聞きしました。その後活発な質疑応答が行われました。 

「勉強になりました。参加出来て良かったです。博士論文講演会、素晴らしかったです。実行委

員会の皆様お疲れ様でした。お陰様で楽しい一日を過ごすことができました。感謝致します。」な

どのコメントを頂きました。多くの仲間が修士過程に進み、更には林隆司さんの後を追い、博士課

程に進まれるのを、大阪学友・同窓会としても応援したいと思っています。（村橋陽三） 

 

 
放大河堀祭 大阪学友・同窓会主催 

大阪学習センターでの博士誕生を祝う会  
2019・10・13  
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―2019・5・19―                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

 

日時 ：令和元年５月１９日（日）午後１時～午後１時４０分 場所 ：放送大学大阪学習センタ
ー ６階セミナー室 出席者： 30 名 委任状提出 166 名 

第１号議案 平成３０年度事業報告の件 

第２号議案 平成３０年度会計報告承認の件 収支決算書 会計監査報告 

第３号議案 会則一部改正・その他の件 

（代表世話人の任期を最長４年・ほか事務手続き上一部会則修正（事務局→所在地）） 

第４号議案 平成３１年・令和元年度事業活動計画（案）承認の件 

第５号議案 平成３１年・令和元年度予算（案）承認の件 

第６号議案 平成３１年・令和元年度代表世話人・世話人・会計・監査役・顧問選出の件 

上記すべて可決されました。詳細は大阪学友・同窓会のホームページに掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

―2019・5・19― 

 

定期総会に続いて、西田 正吾 大阪学習センター所長の公開講演会が開催され、一般のご参加
を含め約 50 名の参加となりました。 

 「蝶の科学」と題し、蝶の魅力・蝶と日本文化・蝶の科学・蝶の絶滅危惧種とその保護につい

て、約１時間講演をしていただきました。 

蝶と蛾の違いなど今まで知らなかったことについて学べた有意義な時間となりました。 
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―2019・3・24― 

 

卒業された方・西田所長をはじめとして 59 名と例年より多数の参加でした。 

台風により中止された 2018 年秋予定分の振替も兼ねて開催しました。 

祝賀懇親会では、マジックショーや自己紹介などを行いました。すごく雰囲気が暖かい会となり
ました。次回の祝賀懇親会は 2020 年３月 29 日㈰１１時半～１４時半まで行いますので、卒業
される方のご参加を心からお待ちしております。 

 

 

 

                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ー2019・6・22― 

 

今年はソプラノシンガーの河知恭子さんとクラシックギタリストの松本吉夫さんとのデュオ 
である Felice（フェリーチェ）に来ていただき、昭和、平成の素敵な歌と音色で楽しませていた

だきました。 

５３名の皆さんに参加していただきました。会場は放送大学の下にある大阪教育大学のミレニア

ムホールをお借りしました。 

ホールでは素敵な音色と歌声が響き渡り懐かしい歌では一緒に口ずさむ方も数人おられました。 

当日は CD の販売やコンサート後の写真撮影などもありました。 

一か月後に単位認定試験が迫っているという時期ではありましたが、単位認定試験に向けて勉強
されていた皆さんにとって気分転換できる素敵な時間になったことと思います。 
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―2019・9・29―  

 

卒業された方・西田所長をはじめとして 33 名の参加となりました。 

今回は初の取り組みとしてドリンクをドリンクバー形式で設置いたしました。 

マジックショーや自己紹介など皆さん和やかムードでの懇親会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―2018.12.9―（昨年開催のものです） 

 

百楽シノワーズにて恒例の 「年忘れ年末楽しもう会」 を、20 名の参加で開催しました。 西田
正吾 大阪学習センター所長のご挨拶や、皆さんの自己紹介・歓談、そして美味しい中国料理と
お酒で楽しいひと時となりました。 毎年、１２月中旬ごろ（本年は１２月１５日（日））に開催

しております。次回はぜひ皆様もお集まりください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年（平成３０年１２月から令和元年１１月まで）の新入会者 １９名です。 

ご入会ありがとうございます。本年度から新入会員の氏名開示を取りやめます。 

昨今、個人情報取り扱いに慎重を期する必要があります。ご了承をお願いします。 

 



放送大学大阪学友・同窓会会報「おおさか」第 33 号  2019 年（令和元年）12 月 15 日発行  (8) 

 

8 

 

大阪学友・同窓会世話人募集 

大阪学友・同窓会では世話人として一緒に活動していただける方を募集しています。 

究極のボランティア団体で、できる時にできる範囲でお手伝いいただければ結構です。 

会員相互の親睦、本会のさらなる活性化、又放送大学の発展のためにも、お力をお貸しいただ

きたく、お願いいたします。ご協力いただける方は 6F 事務室前学友・同窓会メールボックスに

その旨投函、又はメールにて oujosakadousoukai@gmail.com へご連絡ください。 
 

学生募集にご協力のお願い 

大阪学友・同窓会会員の皆様、学生生活の仲間を増やしたく、募集協力の案内をお送りします

ので、ご家族・友人・知人などに放送大学を紹介していただきたく、よろしくお願いいたします。 
 

大阪学友・同窓会ホームページのご案内（https://oujosakagd.wixsite.com/oujogd） 

今年、大阪学友・同窓会のホームページが新しくなりました。 

同窓会行事のご案内や報告などを掲載しています。検索窓に「放送大学大阪学友・同窓会」と

入れてみてください。 

 

ホームページの QR コード→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

この一年、大阪学友・同窓会として様々な行事に参加し、各行事でいろんな方々と出会い、知

らないこともたくさん学びました。 

放送大学ではいろんな年代、様々な職業の方がおられますので、放送大学では放送授業や面接授

業のほかにも他大学では学べないことも学ぶ機会がたくさんあります。 

行事では西田所長の講演でいままで知らなかった蝶についての知識を得ることができたり、コン

サートでは知らなかった曲を聴くことができたり、祝賀懇親会では卒業された皆様の今までの人

生の話を聞くことができ全てにおいてとても新鮮な気持ちとなりました。 

河堀祭前日には台風 19 号が接近し開催がどうなることかと不安でした。島内裕子先生の基調講

演会の中止はとても残念でしたが、その他のプログラムはすべて行われよかったと思います。 

また、今回からこの会報の編集をすることになりました。パソコンでの作成は好きなのでもっ 

と技術を磨いていき、皆さんに楽しんで読んでいただけるような会報作成をこれからしていきた

いと思います。（多田） 

ご連絡先登録のお願い 

会報や総会などの郵送物・メールでのお知らせが届かない会員の方が多数いらっしゃいます。 

ご連絡があり次第随時修正等を行っておりますが、会員の皆さまのお届けが大事となります。 

つきましては、変更あればご連絡をお願いします。oujosakadousoukai@gmail.com  

また、今後は極力メールでのご連絡とします。アドレスのご登録も是非お願いします 

お友達の大阪学友・同窓会の会員の方にもお知らせいただければ幸いです。 

メ ー ル ア ド レ ス ご登録の お願 い 

 ５月の総会でお伝えした通り、会員の利便の向上と会の安定運営のため、可能な限りメールでの 

ご連絡を進めていくこととしました。メールアドレスを新規取得された方や変更された方、また入会時 

未登録で現在お差支えの無い方は、⇒の QR コードからメルアドの登録をお願いいたします。 

QR コードが読取れない場合直接入力⇒ https://forms.gle/XVBvAYxnX4w89qWa7 

mailto:メールにてoujosakadousoukai@gmail.com
https://oujosakagd.wixsite.com/oujogd

